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もう少し○
わからない△

すこそだ ひつよう たいせつこ

子どもの育ちに必要で大切なこと
そだ ひつよう たいせつこ

子どもの育ちに必要で大切なこと現状とサポート
げんじょう

は　    い◎
もう少し○
わからない△

すこ

現状とサポート
げんじょう

けん　　こう

　　

1 2

H1
子
こ

どもは健
けんこう

康です。

・ 過
かこ

去6か月
げつかん

間に1週
しゅうかん

間以
いない

内の体
たいちょうふりょうていど

調不良程度であれば健
けんこう

康と

考
かんが

えてよい。

　

H2 身
しんちょう

長・体
たいじゅう

重・頭
とうい

囲は年
ねんれい

齢に応
おう

じています。　

H3 聴
ちょうりょく

力や視
しりょく

力には問
もんだい

題がなさそうです。

H4 必
ひつよう

要な予
よぼうせっしゅ

防接種を受
う

けています。

H5 おねしょやおもらしは、それほど多
おお

くはあり
ません。

H6

粗
そだいうんどう

大運動は年
ねんれい

齢に応
おう

じています。

・3歳
さい

10か月
げつ

：けんけんが数
すうほ

歩できる。

・4歳
さい

6か月
げつ

：スキップができる。

・3歳
さい

2か月
げつ

：でんぐり返
がえ

しができる。

・5歳
さい

～6歳
さい

：ブランコの立
た

ち乗
の

りができる。

H7

微
びさいうんどう

細運動は年
ねんれい

齢に応
おう

じています。

・3歳
さい

6～11か月
げつ

： 顔
かお

らしい絵
え

（目
め

と口
くち

がある）が描
か

ける。

・3歳
さい

～3歳
さい

5か月
げつ

： 箸
はし

で大
おお

きなものを挟
はさ

み、あまりこぼさず

食
た

べる。

・3歳
さい

6～11か月
げつ

： 小
ちい

さな前
まえ

ボタンをはめることができる。

・4歳
さい

～4歳
さい

11か月
げつ

：まねて四
し

角
かっけい

形を描
か

くことができる。

H8 子
こ

どもがケガをすることは、あまりありません。

H9 子
こ

どもは、栄
えいよう

養バランスや硬
かた

さ・大
おお

きさに配
はい

慮
りょ

された食
しょくじ

事を与
あた

えられています。

H10 子
こ

どもの寝
ね

る場
ばしょ

所は、清
せいけつ

潔で快
かいてき

適です。

H11 子
こ

どもはほとんど毎
まい

日
にち

お風
ふろ

呂に入
い

れてもら
い、清

せいけつ

潔が保
たも

たれています。

H12 子
こ

どもは必
ひつよう

要な医
いりょう

療や定
ていきけんしん

期健診を受
う

けさせ
てもらっています。

H13 必
ひつよう

要な予
よぼうせっしゅ

防接種ができていない場
ばあい

合、その
理
りゆう

由について適
てきせつ

切に説
せつめい

明ができます。

H14 子
こ

どもの病
びょうき

気について、医
いがくてき

学的な診
しんだん

断がなさ
れています。

H15 私
わたし

たち二
ふたり

人は、病
びょうき

気のときに子
こ

どもが安
あんしん

心す
るように看

かんびょう

病をしています。

H16
子
こ

どもの事
じこ

故を防
ふせ

ぐための対
たいさく

策をとっています。

・誤
ごいん

飲、感
かんでん

電、やけど、転
てんとう

倒など。

H17 子
こ

どもはケガをしたらいつも適
てきせつ

切に手
てあ

当てを
受
う

けています。

H18 私
わたし

たちは二
ふたりとも

人共、子
こ

どもをあらゆる被
ひがい

害から
守
まも

っています。

H19
子
こ

どもは年
ねんれい

齢に応
おう

じた規
きそくただ

則正しい生
せいかつ

活リズム
で過

す

ごしています。

・食
しょくじ

事、就
しゅうしん

寝、入
にゅうよく

浴など

健 康健 康3歳～就学前用

77    10 『⼦どもの育ちのニーズシート』ガイドブック 

(５) アセスメントの枠組み 
  ⼀義的な緊急対応の必要がないと判断した後は、アセスメントの枠組み※図３を意

識した聴き取りに重点を移します。 

  アセスメントの枠組みは、「⼦どもの暮らし」という⽬に⾒えにくく曖昧なもの
を他⼈である私たちが理解するために、暮らしの全体像を把握するための項⽬を
「⼦どもの育ちのニーズ」「親の養育⼒」「家族と環境要因」の３つの側⾯から整
理したものであり、⼦どものための相談⽀援活動を展開していく際のすべての段
階を貫く視点、基本的な考え⽅を表しています。 

  岡⼭県では、２００８（平成２０）年から導⼊しており、相談⽀援活動に活かし
ています。 

  アセスメントの枠組みを意識した聴き取りを⾏うためには、これから紹介する３
つの側⾯を構成している領域の内容と、ニーズシートの質問項⽬の内容をあらかじ
め理解しておくことが必要です。 

 
図３ アセスメントの枠組み 
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10 『⼦どもの育ちのニーズシート』ガイドブック 

(５) アセスメントの枠組み 
  ⼀義的な緊急対応の必要がないと判断した後は、アセスメントの枠組み※図３を意

識した聴き取りに重点を移します。 

  アセスメントの枠組みは、「⼦どもの暮らし」という⽬に⾒えにくく曖昧なもの
を他⼈である私たちが理解するために、暮らしの全体像を把握するための項⽬を
「⼦どもの育ちのニーズ」「親の養育⼒」「家族と環境要因」の３つの側⾯から整
理したものであり、⼦どものための相談⽀援活動を展開していく際のすべての段
階を貫く視点、基本的な考え⽅を表しています。 

  岡⼭県では、２００８（平成２０）年から導⼊しており、相談⽀援活動に活かし
ています。 

  アセスメントの枠組みを意識した聴き取りを⾏うためには、これから紹介する３
つの側⾯を構成している領域の内容と、ニーズシートの質問項⽬の内容をあらかじ
め理解しておくことが必要です。 

 
図３ アセスメントの枠組み 
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げんじょう

現状とサポート
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子どもの育ちに必要で大切なこと
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子どもの育ちに必要で大切なこと
は　    い◎
もう少し○
わからない△

は　    い◎
もう少し○
わからない△

きょう　  いく

3 4

　　

E1
ことばの発

はったつ

達は年
ねんれい

齢に応
おう

じています。

・3歳
さい

：簡
かんたん

単な会
かいわ

話をする。

・4歳
さい

：歌
うた

を少
すこ

し間
まちが

違いながら繰
く

り返
かえ

すことができる。

・5歳
さいいこう

以降：自
じぶん

分の名
なまえ

前が読
よ

めたり、書
か

けたりする。

E2 子
こ

どもは、時
じかん

間の概
がいねん

念を理
りかい

解し始
はじ

めます（過
か

去
こ

と未
みらい

来のことを話
はな

します）。

E3 子
こ

どもは、物
ものがたり

語に興
きょうみ

味を示
しめ

し、おもちゃを
使
つか

ってストーリーのある遊
あそ

びをします。

E4 遊
あそ

びに熱
ねっちゅう

中し、10分
ぷんいじょうしゅうちゅう

以上集中することができ
ます。

E5 おもちゃや身
み

の回
まわ

りのもので遊
あそ

ぶことが好
す

き
です。

E6
子
こ

どもの遊
あそ

びは年
ねんれい

齢に応
おう

じています。

・3歳
さい

6～11か月
げつ

： 友
とも

だちと順
じゅんばん

番におもちゃを使
つか

って遊
あそ

ぶ。

・3歳
さい

～3歳
さい

5か月
げつ

：ままごと遊
あそ

びで役
やく

を演
えん

じる。

H7 子
こ

どもは、成
せいちょうだんかい

長段階に合
あ

ったさまざまなお
もちゃや遊

あそ

ぶものを持
も

っています。

H8 子
こ

どもには、たびたび他
ほか

の人
ひと

と遊
あそ

んだり、
ふれあう機

きかい

会があります。

H9

日
にちじょうてき

常的に子
こ

どもに本
ほん

を読
よ

み聞
き

かせたり、
一
いっしょ

緒に数
すうじあそ

字遊びをしたり、テレビを見
み

たり
しています。
  ・数
すうじあそ

字遊びとは、数
かず

を数
かぞ

えながら階
かいだん

段を上
あ

がり下
さが

りする、数
かず

を数
かぞ

えながらおもちゃを片
かたづ

付けるなど、数
かず

の概
がいねん

念を持
も

てる

ように意
いしきてき

識的にことばかけをすること。

H10

家
いえ

の中
なか

に子
こ

どもが安
あんぜん

全に遊
あそ

べる場
ばしょ

所があります。
・扇

せんぷうき

風機は安
あんぜん

全ネットをつけるなどしている。

、どなーターヒ ・ 子
こ

どもが熱
あつ

い物
もの

に触
ふ

れないようにおとなが

見
み

ている。

・ 手
て

の届
とど

くところに触
さわ

ったり口
くち

に入
い

れたら危
きけん

険なものを置
お

い

たりしない。

やダンラベ ・ 窓
まど

、階
かいだん

段などから転
てんらく

落しないように対
たいさく

策をとっ

ている。

　　　

H11 ささいなことでも、子
こ

どもができたことをほ
めています。

H12
生
せいかつ

活や遊
あそ

びの中
なか

で、いつも子
こ

どもが楽
たの

しく
経
けいけん

験したり、新
あたら

しい発
はっけん

見ができたりするよう
に配

はいりょ

慮しています。

H13 子
こ

どもは家
いえ

の内
ないがい

外のどこにいてもおとなに
よってしっかりと見

みまも

守られています。

H14 子
こ

どもが保
ほいくえんとう

育園等に通
かよ

っている場
ばあい

合、決
き

まっ
た時

じかんたい

間帯に送
そうげい

迎をしています。

H15 子
こ

どもの保
ほいくえんとう

育園等への送
そうげい

迎は、子
こ

どもにとっ
て安

あんしん

心できる親
した

しいおとながしています。

H16 子
こ

どもの年
ねんれい

齢や興
きょうみ

味に合
あ

わせたおもちゃや本
ほん

を与
あた

えています。

3歳～就学前用 教 育教 育
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こ

どもに本
ほん

を読
よ

み聞
き

かせたり、
一
いっしょ

緒に数
すうじあそ

字遊びをしたり、テレビを見
み

たり
しています。
  ・数
すうじあそ

字遊びとは、数
かず

を数
かぞ

えながら階
かいだん

段を上
あ

がり下
さが

りする、数
かず

を数
かぞ

えながらおもちゃを片
かたづ

付けるなど、数
かず

の概
がいねん

念を持
も

てる

ように意
いしきてき

識的にことばかけをすること。

H10

家
いえ

の中
なか

に子
こ

どもが安
あんぜん

全に遊
あそ

べる場
ばしょ

所があります。
・扇

せんぷうき

風機は安
あんぜん

全ネットをつけるなどしている。

、どなーターヒ ・ 子
こ

どもが熱
あつ

い物
もの

に触
ふ

れないようにおとなが

見
み

ている。

・ 手
て

の届
とど

くところに触
さわ

ったり口
くち

に入
い

れたら危
きけん

険なものを置
お

い

たりしない。

やダンラベ ・ 窓
まど

、階
かいだん

段などから転
てんらく

落しないように対
たいさく

策をとっ

ている。

　　　

H11 ささいなことでも、子
こ

どもができたことをほ
めています。

H12
生
せいかつ

活や遊
あそ

びの中
なか

で、いつも子
こ

どもが楽
たの

しく
経
けいけん

験したり、新
あたら

しい発
はっけん

見ができたりするよう
に配

はいりょ

慮しています。

H13 子
こ

どもは家
いえ

の内
ないがい

外のどこにいてもおとなに
よってしっかりと見

みまも

守られています。

H14 子
こ

どもが保
ほいくえんとう

育園等に通
かよ

っている場
ばあい

合、決
き

まっ
た時

じかんたい

間帯に送
そうげい

迎をしています。

H15 子
こ

どもの保
ほいくえんとう

育園等への送
そうげい

迎は、子
こ

どもにとっ
て安

あんしん

心できる親
した

しいおとながしています。

H16 子
こ

どもの年
ねんれい

齢や興
きょうみ

味に合
あ

わせたおもちゃや本
ほん

を与
あた

えています。

3歳～就学前用 教 育教 育

10 『⼦どもの育ちのニーズシート』ガイドブック 

(５) アセスメントの枠組み 
  ⼀義的な緊急対応の必要がないと判断した後は、アセスメントの枠組み※図３を意

識した聴き取りに重点を移します。 

  アセスメントの枠組みは、「⼦どもの暮らし」という⽬に⾒えにくく曖昧なもの
を他⼈である私たちが理解するために、暮らしの全体像を把握するための項⽬を
「⼦どもの育ちのニーズ」「親の養育⼒」「家族と環境要因」の３つの側⾯から整
理したものであり、⼦どものための相談⽀援活動を展開していく際のすべての段
階を貫く視点、基本的な考え⽅を表しています。 

  岡⼭県では、２００８（平成２０）年から導⼊しており、相談⽀援活動に活かし
ています。 

  アセスメントの枠組みを意識した聴き取りを⾏うためには、これから紹介する３
つの側⾯を構成している領域の内容と、ニーズシートの質問項⽬の内容をあらかじ
め理解しておくことが必要です。 

 
図３ アセスメントの枠組み 
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情緒・行動の発達 Emotional and Behavioural Development家族と環境 家族と環境

現状とサポート
げんじょうそだ ひつよう たいせつこ

子どもの育ちに必要で大切なこと 現状とサポート
げんじょうそだ ひつよう たいせつこ

子どもの育ちに必要で大切なこと
は　    い◎
もう少し○
わからない△

は　    い◎
もう少し○
わからない△

じょう  ちょ こう　どう はっ　たつ

5 6

B10 子
こ

どもの情
じょうちょてき

緒的なニーズにすぐに応
こた

えます。

B11 私
わたし

たち二
ふたり

人は、子
こ

どもがむずかる時
とき

に、穏
おだ

やかで一
いっかん

貫した態
たいど

度で接
せっ

しています。

B12 子
こ

どもと適
てきせつ

切なスキンシップをとると、喜
よろこ

びを
感
かん

じています。

B13 非
ひなん

難や敵
てきい

意が、子
こ

どもに向
む

けられることは
ありません。

B14 子
こ

どもは叩
たた

いて叱
しか

られたり、体
たいばつ

罰を受
う

けるよ
うなことはありません。

B15
子
こ

どもには一
いっかん

貫した態
たいど

度で応
おう

じます。
親
おや

／養
よういくしゃ

育者は、概
おおむ

ね一
いっかん

貫した子
こ

どもが予
よそう

想
できる対

たいおう

応しています（親
おや

／養
よういくしゃ

育者の気
きぶん

分や
行
こうどう

動に左
さゆう

右されません）。

B16 私
わたし

たち二
ふたり

人は、子
こそだ

育てで困
こま

ったときに助
たす

けや
アドバイスを求

もと

めたことがあります。

B1 子
こ

どもはいつも穏
おだ

やかで満
まんぞく

足しています。

B2 ぐずっている時
とき

になだめると、すぐに泣
な

きや
みます。

B3 相
あいて

手の気
きも

持ちがわかるようになります。

B4 親
した

しいおとなとすぐに一
いっしょ

緒に遊
あそ

ぶことがで
きます。

B5 必
ひつよういじょう

要以上に警
けいかい

戒しません。

B6 相
あいて

手を挑
ちょうはつ

発するような言
げんどう

動や乱
らんぼう

暴な行
こうどう

動は
しません。

B7
自
じぶん

分を傷
きず

つけるようなことはしません。

・引
ひ

っかく、頭
とうぶ

部を強
つよ

く打
う

ちつけるなど。

B8 自
じぶん

分で服
ふく

を着
き

ようとします。

B9 自
じぶん

分でご飯
はん

を食
た

べます。

3歳～就学前用
情緒・

行動の発達
情緒・

行動の発達

81    10 『⼦どもの育ちのニーズシート』ガイドブック 

(５) アセスメントの枠組み 
  ⼀義的な緊急対応の必要がないと判断した後は、アセスメントの枠組み※図３を意

識した聴き取りに重点を移します。 

  アセスメントの枠組みは、「⼦どもの暮らし」という⽬に⾒えにくく曖昧なもの
を他⼈である私たちが理解するために、暮らしの全体像を把握するための項⽬を
「⼦どもの育ちのニーズ」「親の養育⼒」「家族と環境要因」の３つの側⾯から整
理したものであり、⼦どものための相談⽀援活動を展開していく際のすべての段
階を貫く視点、基本的な考え⽅を表しています。 

  岡⼭県では、２００８（平成２０）年から導⼊しており、相談⽀援活動に活かし
ています。 

  アセスメントの枠組みを意識した聴き取りを⾏うためには、これから紹介する３
つの側⾯を構成している領域の内容と、ニーズシートの質問項⽬の内容をあらかじ
め理解しておくことが必要です。 
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う
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分で服
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を着
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ようとします。
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分でご飯
はん

を食
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情緒・

行動の発達
情緒・

行動の発達

10 『⼦どもの育ちのニーズシート』ガイドブック 

(５) アセスメントの枠組み 
  ⼀義的な緊急対応の必要がないと判断した後は、アセスメントの枠組み※図３を意

識した聴き取りに重点を移します。 

  アセスメントの枠組みは、「⼦どもの暮らし」という⽬に⾒えにくく曖昧なもの
を他⼈である私たちが理解するために、暮らしの全体像を把握するための項⽬を
「⼦どもの育ちのニーズ」「親の養育⼒」「家族と環境要因」の３つの側⾯から整
理したものであり、⼦どものための相談⽀援活動を展開していく際のすべての段
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自分についての自覚 Identity家族と環境 家族と環境

現状とサポート
げんじょう

現状とサポート
げんじょうそだ ひつよう たいせつこ

子どもの育ちに必要で大切なこと
そだ ひつよう たいせつこ

子どもの育ちに必要で大切なこと
は　    い◎
もう少し○
わからない△

すこ
は　    い◎
もう少し○
わからない△

すこ

じ　  ぶん じ　  かく

7 8

ID7 子
こ

どもに汚
よご

れた衣
いふく

服を着
き

せていません。
清
せいけつ

潔にしています。

ID8
子
こ

どもは自
じぶん

分らしい服
ふくそう

装をしています。

・ 年
ねんれい

齢、性
せいべつ

別、文
ぶんか

化、宗
しゅうきょう

教、そして必
ひつよう

要な場
ばあい

合、障
しょうがい

害にも

適
てきせつ

切なもの。

 

ID9 家
かぞく

族のみんなは、子
こ

どもを名
なまえ

前で呼
よ

びます。

ID10 「あなたはあなたのままで良
よ

い」と子
こ

ども
自
じしん

身のことを尊
そんちょう

重するようにしています。

ID11 子
こ

どもには、簡
かんたん

単な選
せんたく

択ができる機
きかい

会があ
ります。

ID12 自
じぶん

分でできることは自
じぶん

分でするように促
うなが

して
います。

ID13 人
ひと

のものを大
たいせつ

切にするよう教
おし

えています。

ID14 子
こ

どもを家
かぞく

族の一
いちいん

員として大
たいせつ

切にしていま
す。

ID1 自
じぶん

分に自
じしん

信を持
も

っています。

ID2 自
じぶん

分の性
せいべつ

別を知
し

っています。

ID3 自
じぶん

分の名
なまえ

前を知
し

っています。

ID4 きょうだいや仲
なかま

間に対
たい

して自
じこしゅちょう

己主張をしま
す。

ID5 自
じぶん

分の周
しゅうい

囲へ関
かんしん

心や興
きょうみ

味を示
しめ

します。

ID6 社
しゃかい

会の中
なか

で､その場
ば

にふさわしい言
ことばづか

葉遣いや
行
こうどう

動をします。

3歳～就学前用
自分についての

自覚
自分についての

自覚
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F7 子
こ

どもを無
むじょうけん

条件（何
なん

の見
みかえ

返りも求
もと

めず）に愛
あい

しています。

F8 子
こ

どもが快
かいてき

適に過
す

ごせるように、気
き

を配
くば

り、
速
すみ

やかに対
たいおう

応しています。

F9 しっかりとした愛
あいちゃくかんけい

着関係を築
きず

くために、子ど
もと多

おお

くの時
じかん

間を過
す

ごしています。

F10 子
こ

どもが暴
ぼうげん

言や暴
ぼうりょく

力を見
み

聞
き

きするなどの恐
こわ

い思
おも

いをしないように守
まも

っています。

F11 子
こ

どもときょうだい間
かん

の交
こうりゅう

流を見
みまも

守り、必
ひつよう

要
に応

おう

じて調
ちょうせい

整しています。

F12
子
こ

ども自
じしん

身が暴
ぼうりょくてき

力的な行
こうい

為を思
おも

いとどまる
ことができるようにさまざまな工

くふう

夫をしてい
ます。

F13
子
こ

どもを外
がいしゅつ

出や友
とも

だちの家
いえ

などへ遊
あそ

びに連
つ

れて行
い

っています。子
こ

どもが障
しょうがい

害をもってい
ても同

おな

じようにしています。

F14 子
こ

どもにとって安
あんぜん

全な何
なんにん

人かのおとなが子
こ

ど
もの世

せわ

話をしています。

F15 子
こ

どもは、親
おや

の生
せいかつ

活リズムの影
えいきょう

響を受
う

けるこ
となく、安

あんてい

定した生
せいかつ

活リズムができています。

F1 主
しゅ

たる養
よういくしゃ

育者に愛
あいちゃくこうどう

着行動を示
しめ

したり、一
いっしょ

緒
にいると安

あんしん

心したりします。

F2 私
わたし

の世
せわ

話やかかわりを喜
よろこ

びます。

F3 同
どうねんれい

年齢の子
こ

どもと一
いっしょ

緒に遊
あそ

んで楽
たの

しみます。

F4 小
ちい

さい子
こ

どもに優
やさ

しくしたり、生
い

き物
もの

をかわ
いがったりします。

F5 子
こ

どもは、友
とも

だちやきょうだいと物
もの

を使
つか

って
一
いっしょ

緒に遊
あそ

んだり、順
じゅんばん

番に物
もの

を使
つか

ったりします。

F6 食
しょくじじかん

事時間のやりとりを楽
たの

しみます。
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関係
家族・社会との

関係

85    10 『⼦どもの育ちのニーズシート』ガイドブック 

(５) アセスメントの枠組み 
  ⼀義的な緊急対応の必要がないと判断した後は、アセスメントの枠組み※図３を意

識した聴き取りに重点を移します。 

  アセスメントの枠組みは、「⼦どもの暮らし」という⽬に⾒えにくく曖昧なもの
を他⼈である私たちが理解するために、暮らしの全体像を把握するための項⽬を
「⼦どもの育ちのニーズ」「親の養育⼒」「家族と環境要因」の３つの側⾯から整
理したものであり、⼦どものための相談⽀援活動を展開していく際のすべての段
階を貫く視点、基本的な考え⽅を表しています。 

  岡⼭県では、２００８（平成２０）年から導⼊しており、相談⽀援活動に活かし
ています。 

  アセスメントの枠組みを意識した聴き取りを⾏うためには、これから紹介する３
つの側⾯を構成している領域の内容と、ニーズシートの質問項⽬の内容をあらかじ
め理解しておくことが必要です。 
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(５) アセスメントの枠組み 
  ⼀義的な緊急対応の必要がないと判断した後は、アセスメントの枠組み※図３を意

識した聴き取りに重点を移します。 

  アセスメントの枠組みは、「⼦どもの暮らし」という⽬に⾒えにくく曖昧なもの
を他⼈である私たちが理解するために、暮らしの全体像を把握するための項⽬を
「⼦どもの育ちのニーズ」「親の養育⼒」「家族と環境要因」の３つの側⾯から整
理したものであり、⼦どものための相談⽀援活動を展開していく際のすべての段
階を貫く視点、基本的な考え⽅を表しています。 

  岡⼭県では、２００８（平成２０）年から導⼊しており、相談⽀援活動に活かし
ています。 

  アセスメントの枠組みを意識した聴き取りを⾏うためには、これから紹介する３
つの側⾯を構成している領域の内容と、ニーズシートの質問項⽬の内容をあらかじ
め理解しておくことが必要です。 
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の

子
こ

どもと生
せいかつ

活している家
かぞく

族の人
ひと

の中で、飲
いんしゅ

酒
や薬

やくぶつもんだい

物問題のある人
ひと

がいます。

FE12 子
こ

どもと生
せいかつ

活している家
かぞく

族で、暴
ぼうりょく

力を受
う

け
た経

けいけん

験があるおとながいます。

FE13 家
かていない

庭内で口
こうろん

論や喧
けんか

嘩など、もめることが多
おお

いです。

FE14

親ん
し

　
族く

ぞ

親
しんぞく

族が直
ちょくせつてき

接的な援
えんじょ

助をしてくれています。

FE15 親
しんぞく

族が精
せいしんてき

神的な支
ささ

えになってくれています。

FE16 親
しんぞく

族が経
けいざいてき

済的な援
えんじょ

助をしてくれています。

FE17 親
しんぞく

族が情
じょうほうていきょう

報提供やアドバイスをしてくれてい
ます。

FE18 私
わたし

たち家
かぞく

族の中
なか

に子
こ

どもの養
よういく

育を助
たす

けてくれ
るおとながいます。

FE19

住
　
居

私
わたし

たち家
かぞく

族には、住
す

む家
いえ

がありません。

FE20 私
わたし

たち家
かぞく

族は、居
いそうろう

候や車
しゃちゅうせいかつ

中生活するなど、
居
いどころ

所が定
さだ

まりません。

FE21 住
じゅうきょ

居や周
しゅうへん

辺の環
かんきょう

境は、子
こ

どもが暮
く

らす上
うえ

で
安
あんぜん

全です。

FE1
家か 

族く
ぞ 

史し

私
わたし

たち二
ふたり

人が子
こ

どもだった頃
ころ

、辛
つら

い経
けいけん

験をし
たことがあります。

・ 両
りょうしん

親の言
い

い争
あらそ

い、暴
ぼうりょく

力、親
おや

と一
いっしょ

緒に暮
く

らせなかった経
けいけん

験

など。

FE2

私
わたし

たち家
かぞく

族は、心
こころ

の大
おお

きな痛
いたで

手となるような
喪
そうしつ

失や未
いま

だに決
けっちゃく

着のつかない葛
かっとう

藤を抱
かか

えて
います。

・死
しべつ

別、両
りょうしん

親の離
りこん

婚など。
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能う
の
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こ

どもの障
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こうどう
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に影
えいきょう

響を与
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います。
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子
こ

どもの障
しょうがい
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こ

どもの行
こうどう

動は、私
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たちの
子
こそだ

育てをしていく上
うえ

で影
えいきょう

響を与
あた

えていると思
おも

います。

FE5 子
こ

どもと生
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活している家
かぞく

族の人
ひと

の中
なか

で、精
せいしん

神
的
てき

な不
ふちょう

調の見
み

られる人
ひと

がいます。

FE6 子
こ

どもと生
せいかつ

活している家
かぞく

族の人
ひと

の中
なか

で、身
しんたい

体
的
てき

に健
けんこうじょうたい

康状態があまりよくない人
ひと

がいます。

FE7 子
こ

どもと生
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かぞく

族の人
ひと

の中
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で、問
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題
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こうどう
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み
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め理解しておくことが必要です。 
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(５) アセスメントの枠組み 
  ⼀義的な緊急対応の必要がないと判断した後は、アセスメントの枠組み※図３を意

識した聴き取りに重点を移します。 

  アセスメントの枠組みは、「⼦どもの暮らし」という⽬に⾒えにくく曖昧なもの
を他⼈である私たちが理解するために、暮らしの全体像を把握するための項⽬を
「⼦どもの育ちのニーズ」「親の養育⼒」「家族と環境要因」の３つの側⾯から整
理したものであり、⼦どものための相談⽀援活動を展開していく際のすべての段
階を貫く視点、基本的な考え⽅を表しています。 

  岡⼭県では、２００８（平成２０）年から導⼊しており、相談⽀援活動に活かし
ています。 

  アセスメントの枠組みを意識した聴き取りを⾏うためには、これから紹介する３
つの側⾯を構成している領域の内容と、ニーズシートの質問項⽬の内容をあらかじ
め理解しておくことが必要です。 
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